
《大石田町部門入選》

《涌谷町部門入選》

ginga.sato.3 さん
（大石田町）

細越里
り

菜
な

さん
（涌谷町）

Cheeky.73 さん
（河北町）

荒谷拓
た く

実
み

さん
（石巻市）

xxmiumiuxx07さん
（山県市）

kokenohikage さん
（仙台市）

t.2chi8 さん
（仙台市）

阿部えりこさん
（岩手県一関市）

sai__0014 さん
（大石田町）

sai__0014 さん
（大石田町）

g_net_gyan さん
（天童市）

鈴木千
ち

尋
ひ ろ

さん
（気仙沼市）

golden_field さん
（涌谷町）

星賢
け ん

二
じ

さん
（登米市）

naturallrii さん
（涌谷町）

笹原章宏さん
（大石田町）

bigbite49 さん
（大石田町）

大原祐
ゆ う

一
い ち

さん
（大崎市）

biha291010 さん
（大崎市）

青木成
な る

美
み

さん
（仙台市）

《留意事項》
●インスタグラム絆フォトコンテストの審査は、大石田町部門は昭和堂写真館（大石田町）を営む戸田武

た け

男
お

氏
に、涌谷町部門は柏谷写真館（涌谷町）を営む高橋修

おさむ

氏にそれぞれ依頼し、受賞作品を選定しています。
●受賞者名は、受賞者本人の意向を確認の上、本名、または、Instagram のアカウント名で発表しています。
●受賞作品は、大石田町公式 Instagram アカウント（@town.oishida）や涌谷町公式 Instagram アカウント

（@color_of_wakuya）でご覧いただけます。
《問い合わせ先》大石田町総務課 ☎ 0237-35-2111・涌谷町企画財政課 ☎ 0229-43-2112
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能登半島地震の被災地を支援
涌谷町から能登町に職員2人を派遣
　今年元日に発生した石川県能登半島を震源とする能
登半島地震の被災地支援として、2月19日（月）から2
月26日（月）の日程で、石川県鳳珠郡能登町に、総務課
防災交通班の徳山裕

ひろ

行
ゆ き

副参事兼防災交通班長とまちづ
くり推進課商工観光班の日野裕

ゆう

哉
や

主査の2人を派遣し
ました。なお、宮城県では各自治体が輪番制で能登町
に職員を派遣し、避難所運営や家屋の罹災調査（一次
調査）の支援にあたっています。
　涌谷町から派遣された2人の職員は、2月20日（火）
から2月25日（日）まで、罹災証明書発行に必要となる
家屋調査業務に従事。現地の被災者が提出した申請書
に基づき、現地の家屋を確認し、その被害がどの程度
なのかを判定して回りました。判定には、石川県から
貸与された建物被害認定調査モバイルシステムの調査
アプリが搭載されたタブレットを使用し、家屋の傾き
や屋根や壁、基礎などの被害の程度を入力し、判定結
果を出していきました。
　派遣職員からは、「報道などで被害の大きさを認識
していたが、実際に現地入りして町内を回ってみると、
家屋の倒壊はもちろん、津波や火災、土砂災害、道路
の陥没・亀裂が町内の至るところに見られ、被害の大
きさに衝撃を受けた」と感想がありました。涌谷町で
は、引き続き罹災証明書の発行業務への派遣を予定し
ています。

災害時への備えとして
ガスパル東北からLPガスユニットを寄贈
　2月28日（水）に、株式会社ガスパル東北から涌谷町
に、LPガスを五徳（業務用ガスコンロ）やガス発電機、
ガス給湯器に供給し、災害時であっても安全かつ適正
に使用できるユニット（分配機）1基を寄贈いただきま
した。
　涌谷町では、災害時に町民の皆さんにも安全かつ適
正にユニットを使用してもらえるよう、次回以降の涌
谷町総合防災訓練などで体験会を実施することなど検
討してまいります。

涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合会から義援金
能登半島地震被災地へ100万7,139円
　3月1日（金）に、涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合
会から能登半島地震の被災地支援としての義援金100
万7,139円が贈呈されました。義援金は、涌谷町・日
本赤十字社を通して被災地に送られます。
　義援金は、涌谷町内の47ある単位クラブごとに募っ
ていただいたものです。今回を含めて大規模災害に見
舞われた被災地への義援金の送金は、9回目となりま
す。善意をありがとうございました。
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涌谷町立涌谷第一小学校から義援金
能登半島地震被災地へ3万5,468円
　3月1日（金）に、涌谷町立涌谷第一小学校から能登半
島地震の被災地支援としての義援金3万5,468円が贈
呈されました。義援金は、涌谷町・日本赤十字社を通
して被災地に送られます。
　この義援金は、児童会の中心でもある6年生が、全
校に能登半島地震への募金を呼びかけ、集められたも
のです。義援金には、「今は苦しいと思うけれどもが
んばってほしい」という子どもたちの思いも込められ
ています。

特定健診とがん検診を受診して商品券が当たる
国保インセンティブ事業抽選会を実施
　涌谷町国民健康保険加入者で40歳から74歳の人を
対象に、特定健診とがん検診2つを受診し、スタンプ
を集めると、商品券が当たる抽選会に応募できる国保
インセンティブ事業を実施しています。今年度は281
人が応募し、70人の当選者が決まりました。当選発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。令和
6年度も本事業を実施しますので、健（検）診を受診し
ましょう。ご応募をお待ちしています。

シニアの皆さんの安全安心な毎日に向けて
安全安心教室を開講しました
　涌谷町では、遠田警察署生活安全課・交通課と涌谷
町交通安全指導員が連携し、各行政区に出向いて、特
殊詐欺被害や交通事故を起こさない・遭わないよう、
防犯と交通安全を啓発するため、安全安心教室を開い
ています。
　2月21日（水）には、上地区コミュニティセンターに
出向き、上郡2区の皆さんを対象に開講しました。
　この日は、はじめに生活安全課から特殊詐欺にかか
わる講話が行われました。「宮城県内では令和5年中に
352件約9億円にも上る特殊詐欺被害が発生しており、
遠田署管内でも1件39万円の被害が発生している。手
口としては電話やインターネット、SNSなどの通信機
器で、お金に係る連絡があり、言葉巧みに促され、コ
ンビニの電子マネーを購入させられる手口が多い。お
かしいなと思ったら家族にまず相談することが大切」
と紹介されました。
　続いて交通課からは、高齢者ドライバーによる交通
事故について、運転技能や判断に不安を感じるように
なったら、免許返納も検討することが重要と講話があ
りました。
　最後に交通安全指導員からは、加齢に伴い運動能力
が低下してからの道路の渡り方や夜間における反射材
の大切さなどを特殊な器具を使って体験してもらいな
がら、理解を深めてもらいました。
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地域おこし協力隊の企画事業
ふたりのハレる日がスタート
　3月17日（日）に、天平ろまん館において、涌谷町地
域おこし協力隊の宮澤達

とおる

隊員・順
じゅん

子
こ

隊員が企画した「ふ
たりのハレる日」のオープニングイベントが開催され
ました。
　「ふたりのハレる日」は、夫婦が何度でも愛を誓い
合う場として、天平衣装や着物ドレスなどを着て実施
する模擬結婚式です。この日は、結婚50年を迎えた佐々
木信

のぶ

之
ゆき

さんと利
とし

子
こ

さん夫妻が、家族や友人など大勢が
見守る中、モデルとして模擬人前式を挙行しました。

さまざまなおひなさまが一堂に
おひなあそびが開催されました
　2月28日（水）から3月3日（日）までの期間、涌谷町新
中島乙の一般社団法人A

ア ウ ブ レ ス

uBlessの拠点において、ハン
ドメイド作家が作成したつるしびなや豪華なひな人形
が展示されるおひなあそびが開催されました。
　3月2日（土）3日（日）の2日間は、近隣で活動するハ
ンドメイド作家などが多数出展したマルシェが開催さ
れ、雪がちらつく天候の中、2日間で300人を超える
来場があり、春の訪れを楽しんでいました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

アートを開催しました
　2月25日（日）に涌谷公民館会議室で『曼荼羅アート体験』を開催し
ました。講師は涌谷町在住の高橋先生をお招きし、子どもから大人ま
で幅広い年代が15人が参加し賑

にぎ

やかな活動となりました。
　曼荼羅アートについて説明を聞き、フリーハンドで直線や曲線を使っ
て心のままに描きました。
　個性あふれるさまざまな模様の作品ができました。
　講座後は、手作りデザートでのティータイムとし、参加者同士で親
睦を深めることもできました。

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

子育てのかたち
　我が家の周辺には野良猫が住みついている。初めに
1匹の雌猫が子を生み、その子がまた子を生んだ。こ
れでは近所は野良猫だらけになると思ったらそうでも
なく、猫の世界も生存競争は厳しい。だから猫たちは
助け合い、家族で子育てしている。親猫は先に子猫に
食べさせ、残れば後から食べる姿を目にしたことが
あった。
　最近、人間の世界では自分の子どもがかわいくない
として死に追いやった事件があった。もし、そのこと
を我が家の野良猫たちが知ったらなんと言うだろうか。

《遠藤釈雄町長の主な公務（2月16日～3月15日）》
●2月16日㈮	 国民健康保険診療施設協議会幹事会・
	 	 総会・研修会	 （仙台市）
●2月17日㈯	 日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」	
	 	 推進協議会シンポジウム		 （石巻市）
●2月27日㈫	 地方創生経営者フォーラム	（仙台市）
●2月29日㈭	 涌谷町観光物産協会総会		 （役場）
●3月		1日㈮	 涌谷高等学校卒業証書授与式	（町内）
●3月		7日㈭～3月15日㈮
	 	 涌谷町議会定例会3月会議	 （役場）
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共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

手
続
き
は
勤
務
先
が
し
ま
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者　
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
を
経
由
し
行
い
ま
す
。

《
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す
！
》

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
も
省
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前

納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納

も
あ
り
ま
す
。
１
年
度
前
納
・
２

年
度
前
納
は
２
月
末
ま
で
の
申
し

出
が
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

上
谷
地
行
政
区
の

行
政
区
長
が
新
た
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
６
年
３
月
１
日
付
で
、
上

谷
地
行
政
区
長
と
し
て
加
藤
忠ち

ゅ
う

城し
ろ

氏
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
前
行
政
区
長
の
南
部
正し

ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏
に
は
、
４
年
11
カ
月
の
間
、

お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

春
季
町
民
一
斉
清
掃
を

４
月
13
日（
土
）

６
時
～
８
時
に
実
施
し
ま
す

　
各
地
域
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
清
掃
で
出
た
ご
み

は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
な
ど
に
分
別
し
、
普

段
の
家
庭
ご
み
と
一
緒
に
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
側
溝
な
ど
か
ら
出
る
土

砂
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
２
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税 

　
全
国
の
26
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　

   　
　
51
万
３
千
円

▼
児
童
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事
パ
チ

ン
コ
ワ
ー
ル
ド
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル

ド
涌
谷
店
さ
ま 

お
菓
子
４
箱

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま 

２
万
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
遠
田
商
工
会

　
会
長  

渡
邉
新し
ん

美み

さ
ま 

10
万
円

▼
災
害
用
備
品
と
し
て

　
株
式
会
社
ガ
ス
パ
ル
東
北　
代

表
取
締
役
社
長　
小こ

出い
で

壮そ
う

志し

さ
ま

　
災
害
対
応
ユ
ニ
ッ
ト

給
付
金
の
お
知
ら
せ

《
低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
給

付
金
》

▼
対
象
者　
基
準
日（
令
和
５
年

12
月
１
日
）に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
分
の
世
帯
全
員
分
の
住
民
税

が
均
等
割
の
み
課
税
で
あ
る
世
帯
。

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯

に
は
、
２
月
下
旬
に
確
認
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
の
み
の
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▼
提
出
期
限　
５
月
31
日（
金
）

▼
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り

　
　
　
　
　
10
万
円

▼
こ
ど
も
加
算　
低
所
得
世
帯
物

価
高
騰
対
策
給
付
金
の
支
給
対
象

と
な
る
世
帯
で
扶
養
さ
れ
て
い
る

18
歳
以
下
の
児
童（
平
成
17
年
４

月
２
日
か
ら
令
和
6
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
）１
人
あ

た
り
５
万
円
の
加
算
給
付
に
つ
い

て
も
、
２
月
下
旬
に
確
認
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

上
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ

た
新
生
児
お
よ
び
別
世
帯
だ
が
扶

養
し
て
い
る
児
童
も
申
請
に
よ
り

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班 

☎
25
ー
７
９
０
２

生
活
支
援
商
品
券
を

配
付
し
ま
す

　
町
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
り
負

担
が
増
加
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ま
の
支
援
と
し
て
、
１
世
帯
あ
た

り
３
千
円
分
の
商
品
券
を
配
布
し

ま
す
。
４
月
か
ら
郵
送
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
商
品
券
に
同
封
す
る

チ
ラ
シ
を
確
認
の
上
、
お
買
い
物

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
使
用
期
限

は
、
令
和
６
年
６
月
30
日（
日
）ま

で
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班 

☎
43
ー
２
１
１
１

国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
者
の
職
業
に
よ
っ

て
３
つ
の
種
類
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
者
、

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
。
住
所
地
の
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
、
自
分
で
手
続
き

を
し
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者　
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険
や

お知らせ イベント相談 募集

加藤忠城氏
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額▼
手
数
料　
無
料

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）

《
閲
覧
》

　
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の

内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
年
間
を
通
し
て
随
時　

▼
閲
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
閲
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
借
地
・
借
家
人

▼
閲
覧
内
容

▽
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳

（
借
地
、
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約

な
ど
の
対
象
資
産
の
課
税
台
帳
）

▼
手
数
料　
１
件
３
０
０
円

　
た
だ
し
、
４
月
１
日（
月
）か
ら

５
月
31
日（
金
）ま
で
は
無
料

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）。
借
地
・
借
家
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
と
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
書
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　
☎
43
ー
２
１
１
４

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す

る
軽
自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

　
身
体
や
精
神
な
ど
に
障
害
の
あ

る
人
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、

一
定
の
要
件（
所
有
状
況
、
使
用

目
的
、
障
害
等
級
な
ど
）に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
減
免
を
受
け
ら
れ

る
自
動
車
は
、
普
通
自
動
車
を
含

め
身
体
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台

に
限
ら
れ
ま
す
。
要
件
な
ど
の
詳

細
は
、
税
務
課
税
務
班
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　
４
月
15
日（
月
）

　
～
４
月
23
日（
火
）（
土
日
除
く
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　
①
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

（
写
し
で
も
可
）③
減
免
を
受
け
る

車
両
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

（
４
月
15
日（
月
）発
送
）④
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
書（
④
は
令
和
５

年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に
の
み

送
付
。た
だ
し
、減
免
対
象
と
な
っ

て
い
た
車
両
を
変
え
た
人
に
は
発

送
し
な
い
た
め
、
新
た
に
申
請
が

必
要
で
す
。
新
規
申
請
の
用
紙
は
、

税
務
課
税
務
班
窓
口
に
用
意
し
て

い
ま
す
）

▼
普
通
自
動
車
の
減
免

春
の
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
新
入
学
児
童
が
、
交
通
社

会
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
に
乗
り
慣
れ
な

い
生
徒
も
自
転
車
通
学
を
始
め
ま

す
。
運
転
者
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
歩
行
者
や
自
転
車
へ
の
思
い
や

り
運
転
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

交
通
死
亡
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
涌
谷
町
の
実
現
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
、
町
内
各
所
で
さ

ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間　
４
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
４
月
15
日（
月
）

《
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標
》

①
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運

転
の
励
行

③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

　
普
通
自
動
車
に
も
同
様
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
内
容

や
申
請
方
法
な
ど
異
な
る
部
分
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
北
部
県

税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
軽
自
動
車
の
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
税
務
班

　
☎
43
ー
２
１
１
４　

▽
普
通
自
動
車
の
問
い
合
わ
せ

　
宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所

　
☎
91
ー
０
７
０
１　

被
用
者
保
険
被
扶
養
者

な
ど
へ
の
特
定
健
康
診
査

　

被
用
者
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
、

健
保
組
合
、
共
済
組
合
）の
被
扶

養
者
お
よ
び
国
保
組
合（
医
師
国

保
組
合
除
く
）の
被
保
険
者
に
つ

い
て
も
、
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険

の
特
定
健
診
と
同
様
の
日
時
、
場

所
で
受
診
で
き
ま
す
。
各
医
療
保

険
者
が
発
行
す
る
受
診
券
と
被
保

険
者
証
、
各
医
療
保
険
者
が
定
め

る
一
部
負
担
金
を
持
参
し
、
健
診

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
診
日
ま
で
に
受
診
券

が
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
被

保
険
者
証
を
発
行
す
る
医
療
保
険

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
涌
谷
町
で
実
施
す
る
健
診
の
期

間
や
会
場
な
ど
、
詳
細
は
、
広
報

わ
く
や
５
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
事
業
推
進
課
事
業
係

☎
０
２
２
ー
２
２
２
ー
７
０
７
７

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
と
閲
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
、
税
務
課
税
務
班
で
平
日

（
８
時
30
分
～
17
時
）に
、
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す
。

《
縦
覧
》

　
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
は
、
所
有
資
産
と
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
の
み
の
所
有
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
所
有
者

は
家
屋
の
み
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
４
月
１
日（
月
）

　
　
　
～
５
月
31
日（
金
）

▼
縦
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
縦
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
納
税
管
理
人

▼
縦
覧
内
容

▽
土
地　
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

▽
家
屋　
所
在
地
、
種
類（
用
途
）、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価
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収
事
務
に
係
る
定
額
減
税
」
の
仕

方
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、
各

回
定
員
30
人
に
な
り
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

▼
日
時

▽
４
月
10
日（
水
）10
時
～
11
時
30

分
・
13
時
30
分
～
15
時

▽
５
月
９
日（
木
）10
時
～
11
時
30

分
・
13
時
30
分
～
15
時

▽
５
月
20
日（
月
）10
時
～
11
時
30

分
・
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　
古
川
税
務
署

▼
申
し
込
み
先

古
川
税
務
署　
☎
22
ー
２
６
５
４

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

月
将
館
小
学
校
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
月
将
館
小

学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
始
ま
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

は
、
学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
が
共
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
、
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
協
働
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支

え
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
仕
組
み
で
す
。

　
月
将
館
小
学
校
以
外
の
学
校
に

つ
い
て
は
、
今
後
導
入
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

☎
43
ー
２
１
４
０

令
和
６
年
分
所
得
税
の

定
額
減
税
説
明
会

　
税
務
署
で
は
、
源
泉
徴
収
義
務

者
を
対
象
に
令
和
６
年
６
月
以
降

に
行
わ
れ
る
「
給
与
等
の
源
泉
徴

下
水
道
・
農
集
排
お
よ
び

浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
制
度

　
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
保
全
を
目
的
に
、
下
水
道
へ

の
接
続
や
浄
化
槽
設
置
を
推
進
す

る
た
め
、
工
事
へ
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

《
宅
内
排
水
設
備
設
置
工
事
費
補

助
金（
公
共
下
水
道
・
農
集
排
）》

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
内
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
新
規
の
下
水
道
接
続
③
住
宅
内

に
設
置
す
る
排
水
設
備
で
、
最
上

流
マ
ス
か
ら
町
管
理
の
公
共
マ
ス

ま
で
の
全
区
間
で
20
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分
④
排
水
設
備
の
設
置

に
伴
い
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽

を
撤
去
さ
れ
る
場
合
は
一
律
６
万

円
の
上
乗
せ

▼
交
付
額　
１
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

２
千
円（
上
限
10
万
円
）

《
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
》

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
外
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅

▼
交
付
額　
５
人
槽
33
万
２
千
円
、

７
人
槽
41
万
４
千
円

▼
注
意
事
項　
工
事
着
手
後
の
申

請
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

お知らせ イベント相談 募集

大崎耕土インスタフォトコンテスト 2023 入賞作品決定More PickUp

　令和 5 年 8 月から 12 月にかけて開催した「大崎耕土イン
スタフォトコンテスト」では、たくさんの応募をありがとう
ございました。
　審査の結果、応募総数 1,058 点の中から、グランプリ 1 点、
準グランプリ 2 点、優秀賞 10 点が選ばれました。
　入選作品は、大崎地域世界農業遺産推進協議会のホームペ
ージで公開しています。1 市 4 町の魅力を写した作品ばかり
ですので、写真から世界農業遺産の魅力を再発見してみませ
んか？

▼問い合わせ先
　大崎地域世界農業遺産推進協議会（事務局：大崎市産業経
　済部農政企画課世界農業遺産未来戦略室内）
　☎ 23-2281
　涌谷町産業振興課　☎ 25-8511

▼グランプリ受賞作品

▼タイトル：早苗田

▼撮影者：中山ちあき
　　　　　（大崎市三本木）

大崎耕土
公式ホームページ

相続登記 お電話 1 本でお伺いいたします。
相談無料・秘密厳守

・身内が亡くなったが、何をすればよいか分からない。
・親の代から相続登記をやっていない。 　など
  身近な相続のお悩みをお電話ください。

「相続の相談窓口」(土日祝日も対応 )
☎0229-87-5640
わくや司法書士事務所
涌谷町本町 23 番地 ( 中央通り商店街沿い )
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小
学
生
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル

見
学
体
験
会

　
オ
カ
リ
ナ
の
優
し
い
音
色
で
音

楽
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
楽

譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

他
の
日
程
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
オ
カ
リ
ー
ナ
彩
音
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
27
日（
土
）・
５
月

11
日（
土
）９
時
30
分
～
10
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館
会
議
室

▼
対
象　
小
学
１
～
６
年
生

▼
申
し
込
み
先

サ
ー
ク
ル
主
宰　
大
橋
ひ
と
み

☎
０
９
０
ー
４
６
７
２
ー
５
６
６
９

涌
谷
藩
志
会

令
和
６
年
度
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

▼
日
時　
４
月
20
日（
土
）

　
10
時
45
分
～
12
時（
10
時
40
分

総
会
閉
会
後
に
開
場
）

▼
記
念
講
演
会　
演
題
「
伊
達
安あ

藝き

は
な
に
を
考
え
て
い
た
の
か
」

▼
講
師　
涌
谷
藩
志
会
会
長

　
　
　
　
櫻
井
伸の

ぶ

孝よ
し

氏

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
参
加
費　
無
料（
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局　
坂
本
紀の

り

男お

☎
０
８
０
ー
５
２
６
６
ー
２
４
４
３

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
６
月
６
日（
木
）

▼
試
験
日　
６
月
21
日（
金
）

《
幹
部
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格

▽
一
般
・
大
卒
程
度 

22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
人（
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
人
は
大
卒（
見
込
含
）、
修

士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）は

28
歳
未
満
の
人
）

▽
一
般
・
院
卒
者 

20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）

▽
歯
科
・
薬
剤
科 

専
門
の
大
卒

（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

の
人（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
人
）

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
４
月
12
日（
金
）

▼
試
験
日（
一
次
試
験
）

　
４
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）

《
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
５
月
７
日（
火
）

▼
試
験
日（
一
次
試
験
）

　

５
月
17
日（
金
）～
５
月
26
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石

巻
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
資
料
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

《
困
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
》

　
毎
週
月
・
木
曜
日
９
時
か
ら
15

時
ま
で
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８（
い
や
や
）

▼
町
民
生
活
課 

☎
43
ー
２
１
１
３

食
料
品
の
寄
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

生
活
が
苦
し
く
そ
の
日
の
食
べ
物

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
食
料
品

を
提
供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
場
所

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
食
料
品
の
寄
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　
Ｊ

Ａ
新
み
や
ぎ
涌
谷
支
店
、
Ｊ
Ａ

新
み
や
ぎ
涌
谷
営
農
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
涌
谷
東
店
・

涌
谷
渋
江
店
・
涌
谷
バ
イ
パ
ス
店
、

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
課
・
健
康
課
、
涌
谷
公
民
館
、

涌
谷
町
役
場
町
民
生
活
課
、
ゆ
う

ら
い
ふ

▼
募
集
品　
常
温
保
存
で
き
、
未

開
封
で
賞
味
期
限
が
２
カ
月
以
上

の
も
の（
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
、
缶
詰
、
乾
麺
、

調
味
料
な
ど
）。
お
米
な
ど
の
重

い
食
品
は
、
ご
自
宅
ま
で
引
取
り

に
伺
い
ま
す
。
冷
蔵
・
冷
凍
品
の

寄
付
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
43
ー
６
６
６
１

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
締
切　
通
年
で
募
集

《
予
備
自
衛
官
補（
技
能・一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
人

▽
一
般　
18
歳
以
上

　
　
　
　
52
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
１
月
22
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
４
月
11
日（
木
）

▼
試
験
日　
４
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
～
４
月
21
日（
日
）

　
（
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日
）

《
医
科
・
歯
科
幹
部
》

▼
応
募
資
格　
医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

災
害
に
便
乗
し
た

義
援
金
詐
欺
に
注
意

《
事
例
》

①
若
い
男
か
ら
、「
役
場
で
能
登

半
島
地
震
の
義
援
金
を
集
め
て
い

る
の
で
、
協
力
で
き
な
い
か
」
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

②
「
元
旦
に
起
き
た
地
震
の
地
域

に
送
る
支
援
物
資
を
集
め
て
い
る
。

今
日
は
そ
ち
ら
の
地
域
を
回
っ
て

い
る
の
で
訪
問
し
て
も
良
い
か
」

と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
と
、
こ
れ
に
便
乗
し
た
義

援
金
を
名
乗
る
も
の
や
、
支
援
物

資
の
提
供
を
募
る
な
ど
の
詐
欺
が

多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
来

訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も
断
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
金
銭
を
要
求
さ

れ
て
も
決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
な
ど
の
公
的
な
機
関
が
、

各
家
庭
に
義
援
金
や
物
資
の
提
供

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
企
業
や
団
体
が
行
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

募
っ
て
い
る
団
体
の
活
動
状
況
や

使
途
を
良
く
確
認
し
、
納
得
し
た

上
で
寄
付
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
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